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■Maruzen eBook Library とは？

丸善雄松堂が独自に開発運営した

図書館向け電子書籍配信サービスです。

和書の専門書・研究書・辞典・辞書の他に、
多読用リーダーなどの学生用図書も多数搭載
されています。

電子書籍（eBook）は、図書館にこなくても
いつでもどこでも閲覧することができ、
とても便利です。

■ Maruzen eBook Library



■Maruzen eBook Library ログイン方法

青山学院大学図書館WebサイトからMy Library（図書館の個
人用ページ）にログインします。
学内からはもちろん、学外からでも利用することができます。

青山学院大学図書館URL https://www.agulin.aoyama.ac.jp/

利用者ID：ログインID
(学生番号の先頭をアルファ
ベットに変えたもの)
パスワード：LDAPパスワード
を入力します



■Maruzen eBook Library ログイン方法

また、AOYAMA-portalを開いている場合、左側にあるリンク
の「図書館」タブを開き、下にある「My Library(OPAC)」を
クリックすると、My Libraryにログインした状態で入れます。

図書館のタブを開いて、
ここをクリック



My Libraryをスクロールし、右下にある「データベース
一覧」の「電子ブックを読む」をクリックします。
各種データベースの中から「Maruzen eBook Library」を
探し、クリックします。

■Maruzen eBook Library ログイン方法



■Maruzen eBook Library ログイン方法

※学内環境であれば、AURORA-OPACで検索した結果から
直接eBookを開いて閲覧することもできます。

URLのアイコンを
クリック

学外でAURORA-OPACから本文を
読むためには、SSL-VPN接続が
必要です！



■Maruzen eBook Library サイトページ
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■Maruzen eBook Library サイトページ



■Maruzen eBook Library サイトページ



■よくあるご質問

Q どのようなPC環境で利用できますか?

A 以下のOS、ブラウザで動作確認をしています。
・Windows 7/8（IE 8、IE 9、IE 10、IE11、Firefox 21.X、Chrome 27.X）
・MacOS 10.8（Safari 6.X）
・Adobe Reader（ダウンロードしたPDF形式のファイル閲覧用）

＊一部のタブレット端末からも利用できます。 iOS 6以上、 Adobe Readerがインストールされているものに限ります。

Q 印刷・保存したファイルの利用範囲を知りたいです。

A 著作権法に則った個人利用の範囲内でご利用ください。

Q 自宅など学外から電子書籍にアクセスできますか？

A 電子書籍の検索機能はどこからでもご利用いただけます。
電子書籍本文の閲覧は、本学図書館webサイトからMy Libraryにログインしてご利用ください。

Q 「閲覧待ち」と表示されます。なぜですか？

A 他の方が閲覧しています。
同時アクセス数を越えておりますので、しばらく後にご利用ください。



■ Maruzen eBook Library(MeL)ご利用上の注意事項について 2022 年 4 月版

Maruzen eBook Library(MeL)をご利用いただくにあたっては、以下の点にご注意いただきますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

● MeL の利用規約の範囲内でご利用ください。
●利用規約に違反する利用があった場合、当システムの利用を停止させて頂く場合や、ご所属の
契約機関との契約の解除をさせて頂く場合もありますのでご注意ください。
●教科書としての利用はご容赦願います。

【禁止事項】下記の行為は固く禁じられております。
①一人 1 タイトルあたり、「印刷/保存」画面上に表示されているページ数の上限を超えてダウンロードするこ
と。
②ダウンロードしたファイルを、ダウンロードした本人自身の調査・研究目的以外で利用すること。
③ダウンロードしたファイルを、研究室内・企業内・ゼミ内・グループ内等で共有したり、第三者に譲渡・流
通・再配布すること。
④複数人数による共同で、1 タイトルのページ上限を超えてダウンロードすること。
⑤他の機関のために相互貸借や文献複写サービス（いわゆる図書館間相互貸借など）を行うこと。
⑥著作権者に無断で他のメディアに転載したり、改変したりすること。
⑦理由や目的を問わず、本サービスもしくは電子書籍に用いられている技術的保護手段、又は、技術的制限手
段を解除・変更・無効化等、制限を回避すること。
⑧その他、利用規約において禁止されている行為

【その他の注意点】
●教育機関における授業での使用の際は、著作物の教育利用に関する関係者フォーラムによる「改正著作権法
第３５条運用指針」の最新年度版に基づくご利用をお願いいたします。

丸善雄松堂株式会社学術情報ソリューション事業


